
資料３－１　地下水位観測井の概要及び地下水位観測結果（平成15年～平成24年）

年 ストレーナ

観測井名 位置（ｍ）

管頭下（ｍ） 27.63 3.54 3.57 3.90 4.42 4.53 4.44 4.19 3.89 3.87 4.00

Ｏ．Ｐ（ｍ） - 0.03 － -0.34 － -0.98 － -0.44 － － －

管頭下（ｍ） 9.17 2.43 2.78 3.11 3.17 3.18 2.92 2.94 2.85 2.90 2.87

Ｏ．Ｐ（ｍ） - 1.24 － 0.55 － 0.48 － 0.79 － － －

【昭和28年７月】 管頭下（ｍ） 15.26 0.92 4.65 6.13 3.63 2.40 2.03 2.04 1.94 2.08 2.02

平成４年７月 Ｏ．Ｐ（ｍ） - 0.45 － -4.77 － -1.04 － -0.66 － － －

管頭下（ｍ） 21.76 1.42 1.56 1.86 2.21 2.22 1.94 1.94 1.74 1.73 1.88

Ｏ．Ｐ（ｍ） - 0.06 － -0.39 － -0.74 － -0.41 － － －

管頭下（ｍ） 35.70 5.38 5.60 6.01 6.27 6.43 6.19 5.95 5.67 5.47 5.47

Ｏ．Ｐ（ｍ） - -1.03 － -1.66 － -2.08 － -1.12 － － －

管頭下（ｍ） 32.47 4.86 5.22 5.77 6.01 6.08 5.79 5.44 5.11 4.96 4.99

Ｏ．Ｐ（ｍ） - -0.81 － -1.73 － -2.05 － -0.96 － － －

管頭下（ｍ） 31.94 6.03 6.23 6.53 7.11 7.39 7.08 6.73 6.55 6.26 6.09

Ｏ．Ｐ（ｍ） - -2.01 － -2.52 － -3.38 － -2.08 － － －

管頭下（ｍ） 19.32 7.75 7.73 7.72 7.74 7.61 7.55 7.19 6.84 6.39 6.22

Ｏ．Ｐ（ｍ） - -5.30 － -5.27 － -5.16 － -3.77 － － －

【昭和39年４月】 管頭下（ｍ） 25.63 2.61 2.70 3.06 3.34 3.40 3.35 3.09 2.80 2.69 2.80

昭和61年６月 Ｏ．Ｐ（ｍ） - -0.10 － -0.57 － -0.91 － -0.30 － － －

【昭和39年４月】 管頭下（ｍ） 19.28 11.58 11.26 11.04 10.96 11.05 10.76 9.99 9.38 8.95 8.62

昭和61年６月 Ｏ．Ｐ（ｍ） - -9.07 － -8.55 － -8.56 － -6.12 － － －

【昭和39年４月】 管頭下（ｍ） 26.08 5.15 5.43 5.87 6.13 6.08 5.86 5.55 5.30 5.10 4.79

昭和61年６月 Ｏ．Ｐ（ｍ） -22.29 -2.64 － -3.38 － -3.59 － -2.29 － － －

管頭下（ｍ） 2.37 5.34 5.42 5.28 5.11 4.99 4.79 4.62 4.48 4.59 4.70

Ｏ．Ｐ（ｍ） 3.83 0.57 － 0.62 － 0.92 － 1.22 － － －

管頭下（ｍ） 30.96 12.17 12.16 11.65 11.41 11.22 11.08 10.10 9.90 9.78 9.71

Ｏ．Ｐ（ｍ） -9.95 -6.16 － -5.64 － -5.21 － -3.69 － － －

管頭下（ｍ） 16.15 6.89 6.84 6.88 7.03 7.11 7.12 6.98 6.62 6.42 6.31

Ｏ．Ｐ（ｍ） -9.96 -2.04 － -2.04 － -2.27 － -1.47 － － －

【昭和44年４月】 管頭下（ｍ） 41.98 31.37 31.07 30.93 31.13 31.39 31.42 31.14 30.84 30.41 30.17

平成９年８月 Ｏ．Ｐ（ｍ） -16.66 -6.24 － -5.80 － -6.26 － -5.04 － － －

　注　1．観測開始時期欄の【　　】は、観測所設置当初の開始時期であり、同欄下段の時期は、移設後の観測開始時期を示す。

　　　　　　　（例：馬場町観測所は、昭和44年４月から観測を開始し、平成９年８月に移設を行い、馬場町（Ⅱ）観測所へ観測を引き継いだ。）

      ２．「O.P」は大阪湾の最低潮位を基準とした水面からの高さで、水準測量の実施年に計測。

　　　３．地下水位は、年平均水位で示す。

　　　４．平成１６年の此花観測所における水位の大幅な変化は、阪神高速淀川左岸線の工事により、大量の地下水が湧水したためと考えられる。

平成23年平成20年 平成24年平成21年 平成22年

姫　　　　島

柴        島

観測開始時期所在地

港区築港4丁目

十　　　　三

中 之 島 Ａ

中 之 島 Ｂ

蒲　　　　生

天 保 山 Ｂ

鶴   町   Ｂ 大正区鶴町2丁目

此花区島屋5丁目此　　　　花

馬場町 （Ⅱ）

港 （Ⅱ） Ａ

港 （Ⅱ） Ｂ

港 （Ⅱ） Ｃ

生　 野　 Ａ

生   野   Ｂ

城東区中央3丁目

港区田中3丁目

西淀川区姫島4丁目

淀川区十三元今里1丁目

〃

生野区巽東4丁目

96～100.5 昭和36年３月

25～30 昭和28年１月

23～28

63～68 昭和28年７月

96.6～100 昭和35年７月

91～96 昭和35年７月

東淀川区柴島1丁目

中央区大手前4丁目

〃

〃

北区中之島1丁目

〃

348～353

441～446

178～183 昭和35年７月

91～96 昭和35年７月

136.7～
142.2

170～180 昭和42年４月

170～175 昭和43年４月

183～188

13.5～16.5 昭和42年４月

観測開始
当初

平成18年平成16年平成15年 平成17年 平成19年



 

 

 

 

 

 

区 分 
観 測 
水 準 
点 数 

変動量分布 最大変動量 

沈下 
±0.0 

ｃｍ 

隆起 
変動量 

(ｃｍ) 
所 在 地〔水準点番号〕 ２ｃｍ 

以 上 

１ｃｍ 

以 上 

１ｃｍ 

未 満 

１ｃｍ 

未 満 

１ｃｍ 

以 上 

北 1４   ３ ４ ７  0.35 芝田１－１ 〔中54（Ⅱ）〕 
都 島   ５   ３  ２  0.27 友淵町３－５ 〔東4〕 

福 島   ６   ２ ３ １  -0.13 海老江８－１〔国10695（Ⅱ）〕

此 花 １４  ２ ９  ３  -1.21 西九条６－１ 〔西55〕 

中 央   ９   ５  ４  -0.55 谷町６－１７ 〔中29(Ⅱ)〕 

西 １０   ７ １ ２  -0.35 南堀江４－２５ 〔西74〕 

港 １３   １０  ３  -0.51 築港３－２ 〔西46(Ⅱ)〕 

大 正 １０   ４  ６  -0.41 鶴町２－２０〔西72〕 

天王寺   ３   ２  １  -0.21 小宮町９－28 〔中61（Ⅱ）〕

浪 速   ６   ５  １  -0.43 立葉２－１ 〔中60(Ⅱ)〕 

西淀川 １３   ５  ８  -0.56 中島１－１１ 〔北44〕 

淀 川 １１   ３  ８   0.46 十三東４－３〔北14〕 

東淀川 １２   １  １１  -1.08 柴島３－１１ 〔国228-1(Ⅱ)〕

東 成   ５   １  ４  0.37 大今里４－６  〔東12（Ⅱ）〕 

生 野 １０   ５  ５  -0.55 巽東４－１１ 〔東40〕 

旭   ６     ６  0.49 太子橋１－１２ 〔東29（Ⅱ）〕

城 東 １０   １  ８ １ 2.44 中央３－８ 〔東27〕 

鶴 見   ８     ８  0.49 今津中２－１ 〔東47〕 

阿倍野   ４   １  ３  0.24 北畠１－１８ 〔南18（Ⅲ）〕 

住之江   ７   ３ １ ３  -1.22 平林１－２ 〔南65（Ⅱ）〕 

住 吉   ６    １ ５  0.50 遠里小野６－６〔南56〕 

東住吉   ６     ６  0.62 住道矢田２－７ 〔南61〕 

平 野   ９     ９  0.42 長吉長原２－６〔南40〕 

西 成   ８   ５ １ ２  -0.31 津守２－７ 〔南68（Ⅱ）〕 

計 205 0  2 75 11 116 1 
 

％ 100 0 0.9 36.6 5.4 56.6 0.5 

（平成24年度調査実施） 

資料３－２ 各区における水準点高さの変動量分布及び最大変動量 ～対前回(平成21年度)調査比～ 

最大変動量について、マイナス表記は前回(平成21年度)調査時よりも地盤が沈下していることを意味する。 

資料３－３　各区主要地点における水準点高さ変動量 （単位：㎝）

 区　名

H15年度 H17年度 H19年度 H21年度 H24年度

北  本庄西２－１　 〔中－３（Ⅱ）〕 13年 -0.23 -1.25 0.05 -0.21 0.01 -37.64

 都　島  東野田町４－15 〔東－８〕 10年 -0.13 -0.87 0.08 -0.23 -0.02 -60.16

 福　島  玉川４－１ 〔中－16〕 10年 0.06 -1.07 -0.03 0.00 -0.11 -145.39

 此　花  酉島１－２ 〔西－４〕 10年 -0.37 -1.79 0.12 0.01 0.03 -292.17

 中　央  大阪城３ 〔中－28〕 10年 0.22 -0.01 -0.10 0.26 -0.22 -15.75

西  九条２－19 〔西－45〕 13年 -0.19 -1.45 -1.34 -0.09 -0.27 -142.40

港  海岸通４－２ 〔西－19（Ⅱ）〕 34年 -0.35 -1.65 -0.51 0.23 -0.16 -81.44

 大　正  泉尾１－39 〔西－30〕 10年 0.07 -1.22 -0.30 0.41 0.40 -114.83

 天王寺  生玉町13 〔国－234（Ⅲ）〕 41年 0.03 -0.27 -0.11 0.28 -0.07 -4.10

 浪　速  恵美須西１－２ 〔国－235〕 9年 0.16 -0.45 0.01 0.32 -0.04 -21.94

 西淀川  百島１－３ 〔北－26〕 10年 -0.11 -1.28 -0.14 0.05 0.13 -245.34

 淀　川  西中島７－８ 〔北－13〕 9年 -0.74 -0.51 0.00 -0.56 0.34 -112.67

 東淀川  上新庄２－20 〔北－３〕 10年 0.01 -0.32 0.35 -0.26 0.22 -53.20

 東　成  中道４－８ 〔東－13〕 10年 -0.11 -0.37 0.08 0.03 0.12 -77.16

 生　野  巽東３－３ 〔東－34〕 38年 -0.10 -0.44 0.23 0.39 -0.26 -66.68

旭  大宮３－１ 〔東－２〕 10年 -0.33 -0.56 0.35 -0.09 0.13 -30.69

 城　東  永田４－４ 〔東－10〕 10年 0.14 -0.36 0.80 0.32 0.45 -28.92

 鶴　見  鶴見３－11 〔東－７〕 10年 0.05 -0.58 0.82 -0.04 0.30 -86.00

 阿倍野  阪南町５－７ 〔南－54〕 44年 0.48 -0.28 -0.01 0.54 0.20 5.87

 住之江  安立２－11 〔国－245〕 9年 0.08 -0.52 0.27 0.22 0.21 -11.76

 住　吉  東粉浜１－５ 〔国－244〕 9年 0.33 -0.43 0.02 0.53 0.40 -15.99

 東住吉  湯里１－15 〔南－15〕 10年 0.66 -0.30 0.17 0.34 0.33 -24.01

 平　野  加美南1-9 〔南－39〕 38年 0.75 0.33 0.50 0.78 0.25 -41.18

 西　成  天下茶屋２－２ 〔国－243〕 9年 0.20 -0.36 0.05 0.40 0.17 -10.43

 国分原標262号、昭和58年以降：基21号、上町原標、国分原標、泉南原標である。

  　 ２．主要地点は長期にわたって固定している水準点のうちから任意に選定している。

　 　３．変動量・累積変動量について、マイナス表記は前回調査時又は調査開始時よりも地盤が沈下しているこ

とを意味する。

　　 ４．平成21年度までは２年ごと、それ以降は３年ごとに調査を実施。

　 注１． 測量不動点は、昭和10～38年：毛馬原標、昭和39～51年：基21号、昭和52～57年：基21号、上町原標、

 調査開始時

からの

累積変動量

調査

開始年

(昭和)

 所　在　地　　〔水準点番号〕
変　　動　　量(対前回調査比)



 

資料３－４ 大阪市内における地盤沈下と地下水位の経年変化 
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注１．地下水位は、観測井の管頭から地下水面までの

距離です。 

２．九条A観測井は昭和45年で、港Ｃ観測井は昭和60

年で観測中止。 
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資料３－５　地下水汚染調査地点図（平成24年度）

資料３－６　地下水概況調査結果（平成24年度）

東住吉区 住吉区 天王寺区 中央区 城東区 北区 福島区 旭区

鷹合 万代東 烏ヶ辻 法円坂 新喜多 扇町 福島 大宮

採 水 日 － 2月1日 2月1日 1月25日 1月25日 1月15日 1月16日 1月17日 2月18日

色 相 － 淡黄灰色 淡黄色 淡灰色 淡黄色 黄灰色 淡灰黄色 淡灰黄色 褐色

臭 気 － 硫化水素臭 硫化水素臭 硫化水素臭 硫化水素臭 塩素臭 硫化水素臭 硫化水素臭 微土臭

ｐ Ｈ － 7.3 7.3 7.2 7.2 6.7 7.2 7.1 6.6

カ ド ミ ウ ム 0.003 <0.0003 <0.0003 <0.0003 <0.0003 <0.0003 <0.0003 <0.0003 <0.0003

全 シ ア ン 検出せず 検出せず 検出せず 検出せず 検出せず 検出せず 検出せず 検出せず 検出せず

鉛 0.01 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 0.017*

六 価 ク ロ ム 0.05 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02

砒 素 0.01 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005

総 水 銀 0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005

Ｐ Ｃ Ｂ 検出せず 検出せず 検出せず 検出せず 検出せず 検出せず 検出せず 検出せず 検出せず

ジ ク ロ ロ メ タ ン 0.02 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002

四 塩 化 炭 素 0.002 <0.0002 <0.0002 <0.0002 <0.0002 <0.0002 <0.0002 <0.0002 <0.0002

塩 化 ビ ニ ル モ ノ マ ー 0.002 <0.0002 <0.0002 <0.0002 0.0016 0.0005 <0.0002 <0.0002 <0.0002

1,2- ジ ク ロ ロ エ タ ン 0.004 <0.0004 <0.0004 <0.0004 <0.0004 <0.0004 <0.0004 <0.0004 <0.0004
1,1- ジ ク ロ ロ エ チ レ ン 0.1 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002
1,2- ジ ク ロ ロ エ チ レ ン 0.04 <0.004 <0.004 <0.004 <0.004 <0.004 <0.004 <0.004 <0.004

1,1,1- ト リ ク ロ ロ エ タ ン 1 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005

1,1,2- ト リ ク ロ ロ エ タ ン 0.006 <0.0006 <0.0006 <0.0006 <0.0006 <0.0006 <0.0006 <0.0006 <0.0006

ト リ ク ロ ロ エ チ レ ン 0.03 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002

テ ト ラ ク ロ ロ エ チ レ ン 0.01 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005

1,3- ジ ク ロ ロ プ ロ ペ ン 0.002 <0.0002 <0.0002 <0.0002 <0.0002 <0.0002 <0.0002 <0.0002 <0.0002

チ ウ ラ ム 0.006 <0.0006 <0.0006 <0.0006 <0.0006 <0.0006 <0.0006 <0.0006 <0.0006

シ マ ジ ン 0.003 <0.0003 <0.0003 <0.0003 <0.0003 <0.0003 <0.0003 <0.0003 <0.0003

チ オ ベ ン カ ル ブ 0.02 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002

ベ ン ゼ ン 0.01 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001
セ レ ン 0.01 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002

硝酸性窒素及び
亜硝酸性窒素

10 <0.08 <0.08 <0.08 5.7 0.54 <0.08 <0.08 2.0

ふ っ 素 0.8 0.21 0.16 0.20 0.21 0.15 0.27 0.24 0.08
ほ う 素 1 0.14 0.27 0.10 0.18 0.28 0.21 0.24 0.04

1,4- ジ オ キ サ ン 0.05 <0.005 <0.005 <0.005 0.011 0.024 <0.005 <0.005 <0.005

　注．表中の＊印は環境基準を超過したことを示しています。

　　　　　　　　　【凡例】●：地下水概況調査井戸　　　　　　（結果は資料３－６参照）

　　　     　　　　　　　 ■：地下水汚染井戸周辺地区調査井戸（結果は資料３－７参照）

　　　      　　　　　　　▲：地下水継続監視調査井戸        （結果は資料３－８参照）

測定項目
環境基準値
(mg/L)



資料３－７　地下水汚染井戸周辺地区調査結果（平成24年度）

平野区 平野区 平野区 鶴見区 此花区 此花区

加美北 加美北 加美東 諸口 桜島 島屋

採 水 日 － 1月23日 1月23日 1月23日 1月15日 1月17日 1月17日

色 相 － 淡灰黄色 淡黄灰色 淡黄灰色 無色 淡黄灰色 黄色

臭 気 － 硫化水素臭 無臭 無臭 微硫化水素臭 硫化水素臭 無臭

ｐ Ｈ － 6.9 7.0 7.1 7.2 7.2 9.1

鉛 0.01 － － － － <0.005 <0.005

ジ ク ロ ロ メ タ ン 0.02 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 － －

四 塩 化 炭 素 0.002 <0.0002 <0.0002 <0.0002 <0.0002 － －

塩化ビニルモノマー 0.002 0.15＊ <0.0002 <0.0002 0.0002 － －

1,2-ジ ク ロ ロ エ タ ン 0.004 <0.0004 <0.0004 <0.0004 <0.0004 － －

1,1-ジクロロエチレン 0.1 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 － －

1,2-ジクロロエチレン 0.04 0.22* <0.004 <0.004 <0.004 － －

1,1,1-トリクロロエタン 1 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 － －

1,1,2-トリクロロエタン 0.006 <0.0006 <0.0006 <0.0006 <0.0006 － －

ト リ ク ロ ロ エ チ レ ン 0.03 0.009 <0.002 <0.002 <0.002 － －

テトラクロロエチレン 0.01 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 － －

1,3-ジクロロプロペン 0.002 <0.0002 <0.0002 <0.0002 <0.0002 － －

ベ ン ゼ ン 0.01 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 － －

資料３－８　地下水継続監視調査結果（平成24年度）

東淀川区 西成区 都島区 此花区 鶴見区 西成区 都島区

大桐 鶴見橋 網島町 島屋 浜 千本北 中野町

採 水 日 － 1月21日 1月25日 1月22日 1月17日 1月15日 2月1日 1月21日

色 相 － 淡灰黄色 無色 黄色 黄色 黄色 無色 無色

臭 気 － 土臭 無臭 無臭 無臭 硫化水素臭 無臭 硫化水素臭

ｐ Ｈ － 7.2 7.2 7.3 9.1 7.2 6.8 7.0

砒 素 0.01 － － 0.007 － － － －

ジ ク ロ ロ メ タ ン 0.02 － － － － <0.002 － <0.002

四 塩 化 炭 素 0.002 － － － － <0.0002 － <0.0002

塩化ビニルモノマー 0.002 － － － － 0.079* － 0.0083*

1,2-ジ ク ロ ロ エ タ ン 0.004 － － － － <0.0004 － <0.0004
1,1-ジクロロエチレン 0.1 － － － － <0.002 － <0.002

1,2-ジクロロエチレン 0.04 － － － － 0.098* － <0.004

1,1,1-トリクロロエタン 1 － － － － <0.0005 － <0.0005
1,1,2-トリクロロエタン 0.006 － － － － <0.0006 － <0.0006
ト リ ク ロ ロ エ チ レ ン 0.03 － － － － <0.002 － <0.002
テトラクロロエチレン 0.01 － － － － <0.0005 － <0.0005
1,3-ジクロロプロペン 0.002 － － － － <0.0002 － <0.0002

ベ ン ゼ ン 0.01 － － － － <0.001 － <0.001
硝酸性窒素及び
亜硝酸性窒素

10 38* － － － － 4.8 －

ふ っ 素 0.8 － 0.85* － － 0.35 － －

ほ う 素 1 － － － 2* － － －

測定項目
環境基準値
(mg/L)

測定項目
環境基準値
(mg/L)

　注１．表中の＊印は、環境基準を超過したことを示しています。
　　 ２．表中の－印は、測定していないことを示しています。

　注１．表中の＊印は、環境基準を超過したことを示しています。
　　 ２．表中の－印は、測定していないことを示しています。



 

資料３－９ 地下水汚染調査の結果の概要 

                                （平成24年度） 

注１．概況調査：地域の全体的な地下水質の概況を把握するために実施する調査 

【市域を2kmメッシュに区分し、その中から毎年異なる地点を選定（資料３－５）】 

  ２．汚染井戸周辺地区調査：概況調査等により発見された汚染について、汚染範囲を確認するために

実施する調査 

  ３．継続監視調査：汚染井戸周辺地区調査により確認された汚染地域について、継続的に監視を行う

ために実施する調査 

 

 

資料３－10 土壌汚染対策法施行状況 

（平成24年度） 

法 項目 件数 

法第３条関係(有害物質使用特

定施設の廃止に伴う調査) 

 調査実施 11 

 ただし書確認（調査猶予） 39 

法第４条関係(3,000㎡以上の

土地の形質変更に伴う調査) 

 形質変更届出 63 

 調査実施 5 

法第11条関係  形質変更時要届出区域の指定 33 

・ただし書確認とは、特定施設廃止後も当該敷地を工場等に利用することなどにより、調査が猶予された

ものの件数を示す。 

・ 法第７条（指示措置）の適用はなし。 

・「形質変更時要届出区域の指定」とは、当該年度に新たに指定された件数を示す。 

・形質変更時要届出区域は平成25年3月末現在、82件である。 
 
資料３－11 大阪府条例施行状況 

（平成24年度） 

条例 項目 件数 

第81条の４関係(有害物質使用届出施設等の使用廃止に伴う調査) 調査実施 0 

第81条の５第１項関係（土地の利用履歴等調査） 調査実施 68 

第81条の５第２項関係（ﾀﾞｲｵｷｼﾝ類に係る土壌汚染状況調査） 調査実施 4 

第 81条の６関係(有害物質使用特定施設等を設置している工場等

敷地での土地の形質変更に伴う調査) 
調査実施 0 

第81条の12関係 要届出管理区域の指定 0 

・  要届出管理区域は平成25年3月末現在、7件である。 

調査種別 
調査 
地点数 

調査項目 
環境基準 
達成状況 

環境基準超過項目 

概況調査 
（資料３－６） ８ 27項目 ７/８ 鉛 

汚染井戸周辺地区調査 
（資料３－７） ６ 

概況調査に 
よる検出項目 ８/９ 塩化ﾋﾞﾆﾙﾓﾉﾏｰ、1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ 

継続監視調査 
（資料３－８） ７ 

汚染に係る 
項目 ２/７ 

塩化ﾋﾞﾆﾙﾓﾉﾏｰ、1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ、 

硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素、 

ふっ素、ほう素 
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